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議論になった点について、委員長報告の要旨や
審査・調査項目を掲載

委員長報告は
市議会ホーム
ページに掲載
しています。

市議会日誌 (令和７年４月11日～７月９日)
４月11日 都市・環境委員会

17日 総務委員会 

８日 スポーツ文化・産業委員会
７日 子ども・文教委員会

12日
～13日 ５月臨時市議会 

12日 総務委員会、議会運営委員会

28日 スポーツ文化・産業委員会

13日

議会運営委員会、
総務、保健福祉・協働、スポーツ文化・産業、
都市・環境、子ども・文教委員会、
大都市制度、歴史・文化をいかしたまちづくり、
にぎわいの拠点づくり、
誰もがくらしやすい社会調査特別委員会

23日 保健福祉・協働委員会

29日 総務、都市・環境委員会
30日 子ども・文教委員会

６月２日 誰もがくらしやすい社会調査特別委員会

３日 大都市制度、
歴史・文化をいかしたまちづくり調査特別委員会

４日 にぎわいの拠点づくり調査特別委員会
５日 議会運営委員会

６日 総務、スポーツ文化・産業、都市・環境、
子ども・文教委員会協議会 

９日 ６月定例市議会開会 
12日 議会運営委員会
13日

～18日 36人の議員による一般質問

18日 議会運営委員会 

19日 総務、保健福祉・協働、スポーツ文化・産業、
都市・環境、子ども・文教委員会

23日 議会運営委員会

27日 歴史・文化をいかしたまちづくり調査特別委員会
７月８日 誰もがくらしやすい社会調査特別委員会

９日 議会運営委員会

24日 ６月定例市議会閉会

総務委員会

都市・環境委員会

保健福祉・協働委員会

子ども・文教委員会

（主な審査項目など）
・市道路線の認定について　など

旧福谷小学校等の跡地を再取得

高齢者・障害者施設等の運営を支援

下水道管路の全国特別重点調査

子ども食堂等への運営支援

-  令和元年に旧福谷小学校等を売却したが、相手方が
    事業計画に記載した事業の用途に供することが不可
    能なため、再取得を実施  - 

-  埼玉県八潮市で発生した下水道管路の破損に起因す
    ると考えられる道路陥没事故の発生を受けて、国土
    交通省から実施要請のあったもので、予算には市で
    実施する追加調査費用も含む  - 

-  物価高騰の影響を大きく受けている子ども食堂等が、
    安定的に運営できるよう、食材費の高騰分を支援。
    対象期間は令和７年４月から９月の間  - 

-  物価高騰の影響を受ける高齢者・障害者施設等の負
    担を軽減し、安定したサービスが提供できるよう、
    国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活
    用して支援金を支給  - 

市場内事業者の電気料金を支援
-  国の電気料金支援の対象になっていない特別高圧電
    力を利用する市場内事業者の負担軽減を図るための
    支援を実施  - 

（主な審査項目など）
・給食サービス促進事業について

（主な審査項目など）
・字の区域・名称の変更について　など

委員 今後の契約にあたっては、今回のように公認会計
士の意見だけでなく、調査会社等の意見も含めて
検討していく必要があるのではないか。

（主な審査項目など）
・岡山市市税条例の一部を改正する条例の制定について
   など

市 指摘を踏まえ、調査手法について検討していきた
い。

委員 追加調査とはどういったものなのか。

委員 今回の調査結果を踏まえて必要な費用について
は、国に求めていただきたい。

市 国から要請されたカメラ調査の結果、管路の状
態が悪い箇所については、追加で打音調査や空
洞調査などを行う。

委員 支援金をもらうための手続きを簡略化し、使いや
すい制度にしてほしい。

市 今後どういったことができるのか検討していきた
い。

委員 支援金の対象期間を令和７年４月から９月までと
した理由は。また、10月以降の支援の検討は。

市 ７年度の物価高騰の動向が不透明なため、緊急対
応で９月までとした。10月以降は、物価の状況や
国の動向を見ながら追加支援の必要性なども含め
検討していきたいと考えている。

（主な審査項目など）
・岡山市立公民館条例の一部を改正する条例の制定につい  
　て　など

スポーツ文化・産業委員会

委員 補正予算額は180万円だが、この支援額でそれ相
応の負担軽減となるのか。

市 支援単価は国の高圧電力の補助額と合わせており、
大きい会社であれば、月に約７万円から８万円は
軽減されると想定している。

議会運営委員会５月２日
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